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令和７年度 第１回 北海道恐竜・化石ネットワーク研究会 議事概要 
 

＜概要＞ 

〇日 時：令和７年(2025 年)4 月 23 日（水）10：00～12：00 

〇場 所：オンライン(Zoom)開催 

〇出席者：別紙「出席者名簿」のとおり 

〇次 第： 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 議 題 

(１)令和 6 年度の取組（報告） 

(２)令和 7 年度の取組①（案） 

(３)令和７年度の取組②（案） 

(４)各博物館・団体等からの話題・情報提供について 

４ その他 

５ 閉 会 

 

１ 開会 

［北海道・天野］ 

 令和７年度第１回北海道恐竜・化石ネットワーク研究会を開催する。本日の司会を務める天

野。どうぞよろしくお願いする。 

 開会にあたり、北海道総合政策部地域政策課移住交流担当課長の今田よりご挨拶申し上げる。 

 

２ 挨拶 

［北海道・今田］ 

 北海道総合政策部地域政策課 移住交流担当課長の今田。 

  本日はお忙しい中、会議にご出席いただき、感謝。 

 最近の道内の恐竜・化石に関連する話題としては NHK 札幌放送局でのカムイサウルスの全身

骨格展示を受け、恐竜化石への関心が高まっていることを実感。 

 本日は、今年度の活動の報告と取組案、次年度の取組案について、意見交換させていただきた

いと考えている。次年度の取組については、北海道総合博物館の菊田様から当研究会と連携し

た取組の提案をしていただき、他の博物館関係と関わりながら、恐竜・化石大陸北海道の魅力

を発信していきたいと考えている。 

⚫ 各地域のみなさまの最近の活動などについても情報共有を図っていきたいと考えている。どう 

ぞよろしくお願いする。 

 

３－１ 議題（１） 

［北海道・西村］ 

 議題（１）、令和６年度の取組（報告）について、資料に沿って説明。 
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３－２ 議題（２） 

［北海道・西村］ 

 議題（２）、令和７年度の取組（案）①について、資料に沿って説明。 

［むかわ町・櫻井］ 

 ノベルティプレゼント II だが、７～８月は博物館への来場者が多く、対応が難しい場合があ

る。どのような対応を考えているか。 

［北海道・天野］ 

 昨年と市町エリアで行ったイベントと同様の対応を考えている。展示エリア内へ掲示し、施設

に入ったら中身が分かるような仕掛けをする予定。 

［むかわ町・櫻井］ 

 また、現時点は予算等の調整を何もしていない。無しということでも問題はないか。 

［北海道・天野］ 

 基本的にはご厚意にあやかるものであるためできない場合でも問題ない。 

 

３－３ 議題（３） 

［北海道・西村］ 

 議題（３）、令和７年度の取組（案）②について、資料に沿って説明。 

［北海道総合博物館・菊田］ 

 CISE ネットワーク側で内容が固まっていない。今後内部で協議した上での話となるが、サン

ピアザあたりでの開催を希望する。 

 助成金等の確保ができしだい、ネットワーク全体として。 

 トヨタ財団で地域振興のための助成金があるため、応募をする予定。しかし、全国で６件のみ

の採択のため、厳しいと感じる。 

［足寄町・澤村］ 

 令和７年 2 月にレイクタウンで行った行事のアンケート結果を基に問題点を振り返りたい。こ

の会議ではその報告はしないのか。 

［北海道・天野］ 

 後日送付させていただく予定。 

［足寄町・澤村］ 

 むかわ町が主体となっていることは皆理解しているという認識だが、それ以外の博物館との動

きが個々で異なるため、そのあたりも整理しておく必要がある。 

［北海道・天野］ 

 基本的にはお願いベースで参加できる方を募っている形式。温度差に関してはこちらも認識し

ている。現時点ではなるべく多くの方に参加を募ることを考えている。 

［むかわ町・櫻井］ 

 令和 8 年 2 月のレイクタウンの件だが、カムイサウルスの全身骨格は新博物館のオープン等の

都合で大型のものは出せない。何で協力ができるかを引き続き検討していきたい。 

 NHK との連携に関してだが、骨格の展示をしている間に実施することが効果的と思われる。

また、各館への周遊を狙うには人が動きやすい春～秋頃が良いかと感じる。 

 同時期に北海道フェア、他のプロモーションがある都合上日程調整が必要となるが、それに対

する考えはあるか。 
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［北海道・天野］ 

 今頂いた意見を参考に考えたい。 

［北海道総合博物館・小林］ 

 カムイサウルスの全身骨格についてもいつ北海道大学へ持ってくるかが未定の状況。 

 NHK との連携はどれくらいの実現性があるのか。 

［北海道・天野］ 

 これから NHK に連絡をとり、今後の予定を話す予定。 

３－４ 議題（４） 

［北海道・天野］ 

 続いて、議題（４）各博物館・団体等からの話題・情報提供について。 

［三笠市・唐沢］ 

 例年通りとなるが、夏に特別展を開催予定。今年は令和７年７月１９日～１０月１３日まで主

にアンモナイトを中心に北海道から産出した化石の展示を予定している。 

［むかわ町・櫻井］ 

 穂別博物館を令和 8 年春、ゴールデンウィークを狙ってオープンを予定している。 

［むかわ町・陶］ 

 令和７年 2 月 22 日～24 日まで、イオンモール発寒にてカムイサウルスの等身大全身骨格レプ

リカの展示、クラフト体験等のワークショップ、恐竜グッズの販売イベントを実施。 

 令和 7 年 3 月 20 日には、博物館のガイドツアーを中心としたバスツアーを実施し、定員の 40

名が参加。 

［小平町・長澤］ 

 小中学校で化石発掘体験を実施し、教育普及活動に努めている。 

［足寄町・澤村］ 

 発見以来３０年ぶりとなるアロデスムスの全身骨格を令和 7 年 7 月までに正式な展示を完成予

定。 

 幌加内町で産出したデスモスチルスの大型の頭をお借りし、骨格の作成。 

 来年でアショロアの発見 50 周年となるため、それに向けた取り組みを進めている。 

［沼田町・松井］ 

 ヌマタネズミイルカの発見 40 周年に向けイベントを予定。 

 発見地の地層が見られる見学会、併せて化石産地のツアーを予定。 

［札幌市・田中］ 

 研究の進展として、昨年末に関係論文が化石研究会会誌に 2 本掲載。 

 1 本目は北海道で新種となった 3 つのヒゲクジラに関して、その後各博物館でどんな取組があ

ったかについてで、沼田町博物館、足寄動物化石博物館、深川市教育委員会との共同発表。 

 2 本目は札幌市で発見されたセミクジラを３D 技術で復元した技術論。 

 夏の企画展はクジラ化石をテーマに実施する。 

 5 月 10 日まで企画展、活動報告展を開催し、セミクジラの化石を展示。 

［八雲町・大谷］ 

 令和 7 年 6 月頃に町内小学生向けの化石採集体験を実施予定。 

［枝幸町・立石］ 

 令和 7 年秋頃に足寄町と協力して小中学生向けの化石発掘体験講座を実施予定。 
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（敬称略） 

［浦幌町・中村］ 

 令和 6 年度に小学生向けの化石体験事業を行ったが、非常に好評だった。今年度も段階的に継

続する予定で、月 1 回～2 回程度を考えている。 

［北海道・天野］ 

 今後とも、皆様と連携し、恐竜化石の取り組みを推進してまいりたいと考えておりますので、

引き続きよろしくお願いする。  

 

４ 閉会 

［北海道・天野］ 

 本日の議題は以上。様々なご意見をいただき感謝申し上げる。 

 これを以て本会議を終了させていただく。 


